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インターバンクの声 （2014 年 12 月 18 日） 
 

想定以上の大幅かつ急速な原油価格の下落に、ロシア・ルーブルを中心とし

た BRICSや新興国通貨の大変動のみならず、主要通貨にも大きな調整が起こ

り始めたのがつい数日前。この相場展開がいま暫く継続するのか否かの鍵の

一つとなっていた米連邦公開市場委員会（FOMC）が日本時間の未明に終わっ

た。文言の修正や削除が注目されていた声明文は、発表直後には混乱があっ

たものの、事実上のゼロ金利政策を『相当な期間』続けるとの文言は残った

が、“金融政策の正常化に向けて『辛抱強く』あること”に置き換わったこ

とがポイントのようだ。取り立てて大きな変化はなかったとの見方だが、市

場は総じてこの結果を好感しているようだ。ニューヨーク・ダウは、前日か

ら３００ドル近く上昇、原油価格も値を戻している。再度１１５円台に向け

ての円の買い戻し調整が懸念されたドル円も１１８円台後半に戻している。

何事も無かったように元に戻り始めているように見える市場だが、年末とい

う相場が極端に薄くなる時期に入って来ているだけに、まだまだ油断はでき

ない。 
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